
芦城校下のまいぶんマニュアル 

芦城校下は海に面した にあります。 

もともと海だった場所が、約 5,000年前の縄文時代中ごろから 

約 2,300年前の弥生時代にかけて陸地となり、ひとが生活するようになりました。 

 

（日の出町・八日市町地方・こまつの杜） 

おもな時代は 。教科書の小単元は 。 

ポイント①＝ とものづくりが盛んに行われた北陸を代表する （右ガイド参照）。 

ポイント②＝ＪＲ小松駅の東側、約 15ヘクタールが遺跡の範囲で、その辺りは しか

ありません。  

ポイント③＝ここでつくられた と新潟県糸魚川
いといがわ

産ヒスイの勾玉
まがたま

のアクセサリーの

セットは、  

ポイント④＝ の門の手前には

があり、館内１Ｆエレベーター横には、 もあります。ま

た、 にも出土品が展示されてい

ます。ぜひご覧ください。 

 

（幸町） 

おもな時代は 。教科書の小単元は 。 

ポイント①＝ が天下統一を目指して活躍した時代の、 。 

ポイント②＝ の発掘調査で、金属をたたく台や鉄
てっ

滓
さい

（金属を加工する時に出る

“かす”）、フイゴ羽
は

口
ぐち

（高温を出すために火に風を送る装置の部品）など、

 

ポイント③＝近くには、 （のちの ）が通っていて、遺跡の周辺は交通の要衝
ようしょう

となっ

ていたと考えられます。 

 

 

●遺跡のあるまち／日の出町、八日市町地方、こまつの杜 

●キーワード／濠
ほり

にかこまれたむら、弥生土器、米づくり、石包丁、戦い、鉄器 

 北陸で見つかっている弥生時代中ごろのむらの中でも最大規模をほこります。むらの中央には川

が流れ、墓と住まいを分けるように 。遺跡からは、 、 に

つかわれた などの石器やくわなどの農具、管玉や勾玉などの装飾品、お祭りや に関わる

ものがたくさん出土しています。平成 23 年には出土品 1,020 点が重要文化財に指定されました。 

平成 29 年の北陸新幹線延伸に伴う石川県の調査では、紀元前 250 年頃の柄
え

付きの （鉄製ヤ

リガンナ）も見つかり、完全な形の発見としては東アジア最古と考えられています。 
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